






 

 小児気管支喘息児は,健康児と比較し,気道の過敏性が強く,体力(肺機能,運

動機能など),精神力いずれについても劣っている場合が多く,いつも喘息発作

準備状態にあるといってもよい。難治性喘息は特にその傾向が強い。従って,

喘息の発症機構から考えられた各種治療法,減感作療法,非特異的療法,対症療

法などをしながら,必ず鍛練療法をせねば,その根治は望めない。しかし,鍛練療

法をする過程で必ず問題になるのが,運動負荷に誘発される Exercise induced 

asthma(EIA)であるが,日頃喘息児に運動負荷をした状態を観察すると,自覚的,

他覚的に喘息発作が誘発されるどころか,むしろ軽快することをしばしば経験

する。 


